
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

慶友祭は医療法⼈慶友会のお祭りです。守⾕慶友病院やひがしクリニック慶友、伊奈クリニックなど関連施設のスタッフと協⼒して⾏っていま
す。慶友祭は地域の⼈々や患者さんと交流するとても良い機会であり、スタッフ同⼠が協⼒してまとまる良い機会でもあります。私たちは⽇頃、
建物の中で仕事をしているため、屋外での模擬店は新鮮で、何よりたくさんの笑顔が⾒られると気持ちがいいものです。 
慶友祭は今年で 20 回目の開催となりました。今年はご当地ヒーロー「イバライガー」がやってきたり、東京医科⼤学の教授 三木 保先生の
「安⼼して病院にかかって頂くために」〜患者さんと作る安⼼で安全な医療〜の講演があったりで、多くの⽅々が楽しめたのではないでしょうか。 
来年は第 21 回と新たなステージを迎えることとなります。地域住⺠の⽅々や患者さんのために、楽しく満⾜できる慶友祭を来年も準備したいと
思います。                                     

慶友祭実⾏委員⻑ 平 昌典  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

慶友ルネサンス元年 
 

医療法⼈慶友会 理事⻑ 石井 慶太 
 

東北⼤地震の前触れは阪神淡路⼤震災だったかなと思う。活断層 1 つであそこまで⾏くのだ。1996 年 
1 月 17 ⽇早朝テレビをつけると、神⼾の市街地が延々と燃え広がっていたあの光景は、焼きついたまま離

れることは無かった。その後、いくつかの地震を経て 2011 年 3 月 11 ⽇の東北⼤震災に繋がっていった。多くの死者を出したがまだ終わりでは
無い。2015 年は⻤怒川の氾濫で多くの被害が出た。⾃然の⽛が⾝近に迫ってきたことを実感させられた。これらの⾃然の猛威は防ぎようがな
いが、死者が出るということは、何とか避けられないのだろうか。 
2011 年はもう⼀つ忘れられないことがある。中学の同級生が乳がん術後 10 年目で再発死去したのは震災の余震が続くあわただしい中だっ
た。脳まで転移したと静かに話す姿が印象深い。 
2015 年も⽔害がまだ落ち着かない中、創業期の慶友病院に看護師として貢献してくれた元看護師がやはり乳がんで逝った。⼿術後抗がん
剤治療で全⾝の⽑が抜けてもかつらをかぶり明るく振舞い、家にいてもやることが無いからとパートで近所の病院で勤務を続け、その後の放射
線療法で⽪膚がただれ、痛い痛いと⾔いながら娘の成⻑を⾒届けたいから 1 か月でも半年でも生きたいと頑張っていたのに生木を折るように癌
は彼⼥の命を倒していった。 
⾃然の猛威と病の前に⼈間の無⼒さをしみじみ感じる。しかし病はそのメカニズムがかなり解明され、早期に治療を⼿掛けることで良い結果を
出してきている。巷を席巻する「癌もどき」という⾔葉に揺らぎもせず、先⼈が切り開いた早期発⾒、早期治療が胃がん、⼤腸がんでは効果を
上げている。乳がんはアメリカの乳がん検診率が対象者の 80％と高いのに、⽇本は 40％とまだ低い。 
実地医家としては、生きたいと願う⼈を救い上げる⼿助けを続けて⾏くのが⼤きな使命の⼀つと思う。今年、2016年を新たなスタートとして、こ
れらのことを⼼に刻み慶友ルネサンス元年としたい。 

「患者さんとつくる安全な医療」 
安全対策管理室 今泉 圭子 

 
「医療安全」という⾔葉はすでに市⺠権を得たようだが、患者さんにどう受け 
⽌められているのだろうか。ただただ「医療事故」が連想されてはいまいか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 月の慶友祭では「患者さんと作る安⼼で安全な医療」をテーマに、 
東京医科⼤学病院 副院⻑、医療の質・安全管理学主任教授で 
当院脳外科医師でもある三木 保先生にご講演いただいた。 
「医者にかかる 10 箇条」の解説や、当院も⼒を⼊れている、患者 
さんに名乗っていただく患者取り違え防⽌活動「お名前をどうぞ。 
ありがとう。」の紹介など盛りだくさんであった。 
「患者と医療者はパートナー」と⾔いながら、ときにすれ違うこともある。 
医療の場は患者さんにとって非⽇常、医療者の常識が患者さんにとって非常識なこともある。講演会に参加された⽅々がうなずきながら 
熱⼼に聞いてくださっている様子を⾒て、患者さんに医療や病院を理解してもらうための働きかけをもっとしていかなければ…と感じた。 

市⺠公開講座「わかりやすい脳外科のお話」開催のお知らせ 
 

ご好評をいただいている脳神経外科・稲葉医師の講演会を下記の⽇程で⾏います。 
毎回多数の⽅にご参加いただき、11月7⽇に⾏われた高野公⺠館の講演会も⼤盛況のうちに終了いたしました。今回は公⺠館共同事業と
して開催しますので、多数の皆様に参加していただけるようになっております。また、今回は今までと違った企画も検討しております。ご興味のあ
る⽅はふるってご参加ください。 
  

脳神経外科：須田 智裕先生 

得意な症例：脳血管障害・てんかん 
今までの経験を生かし、精いっぱい頑張りますのでよろしくお願いいたします。 

糖尿病内科：須澤 直木先生 

1 月より勤務しております須澤直木と申します。 
生活習慣病（特に糖尿病）の診療を得意としております。皆様のお役に⽴てれば 
幸いです。よろしくお願いします。 

内科：石井 龍太先生 

10 月より火曜午前の内科外来を担当致します。内科全般を幅広く診ていけるよう、 
また、時には専門の科へ迅速かつ適切に紹介できるよう⽇々精進していきたいと思って 
います。地域医療の充実の為、出来うる限り努⼒したいと考えていますので、どうぞよろ 
しくお願いいたします。 

新しい先生を紹介します！ 

「新・医者にかかる 10 箇条」 
NPO 法⼈ ささえあい医療⼈権センターCOML 

 

1. 伝えたいことはメモして準備 
2. 対話の始まりはあいさつから 
3. よりよい関係づくりはあなたにも責任が 
4. ⾃覚症状と病歴はあなたの伝える⼤切な情報 
5. これからの⾒通しを聞きましょう 
6. その後の変化も伝える努⼒を 
7. ⼤事なことはメモをとって確認 
8. 納得できない時は何度でも質問を 
9. 医療にも不確実なことや限界がある 
10. 治療⽅法を決めるのはあなたです  

血管外科：小泉 伸也先生 

H16 年東京医科⻭科⼤学卒業（医師国家資格取得）し、土浦協同病院 江⼾川病
院 蓮田病院 東京医科⻭科⼤学血管外科に勤務しました。茨城には 10 年ぶりに戻って
きました。この地域に貢献できるように頑張ります。 

日   時 平成 28年 3月 26 日（土） 14：00～ 
場   所 守谷市中央公民館 

参 加 費 無料 
タイトル 『わかりやすい脳外科のお話』 
講  師 稲葉 泉医師  

日本脳神経外科学会専門医・評議員 
日本脳卒中学会専門医 

元世界脳神経外科連盟（WFNS） 
脳血管障害部門 委員 

定  員 400 名  
申 込 先 中央公民館 0297-48-6731 

当日参加も可能です。 

多数のご参加をお待ちしています。 

 


